
報告 ･その他

1)Nogami,Y.& M.Yoneda(1984):Pat-
ronesEstructuralesdelEsmalteenla

SuperfamiliaCeboidea,Kyoto Univer-

SityOverseasResearchReportsofNew

WorldMonkeys,4:ト 10.

2)宮尾放碓･相見 満 ･西沢寿晃(1983):動

地物迫存体,栃原岩影追跡発掘調査報告書

(昭和58年度 ),信州大学｡

8)Setoguchi,T.& A.Cadena(1984):Re-

1acionEntrelaMorfologiaylaFuncil

ondelaDentaduraenlaLinejeStirt-

onia-AlouaEta(Ceboidea),KyotoU-

niversity OverseasResearchReports

oLNewWorldMonkeys,4:ll-20.

学会先 表

1)江原昭善く1983):人間にとって技術とは一

巡化史的観点から-｡日本心理学会第47回大

会.社会 ･産業部門シンポジウム｡

2)江原昭善･遠藤前里(1983):Cercopithe･

coideaの下顎体側面観の形態学的特徴｡第37

回日本人輪学会.

8)Sctoguchi,T.(1983):SomeNew Ce･

boids(Primates,Mammalia)from 血e

LaVentaMioceneofColombia,South

America,43rdAnnual Meetingofthe

SocietyofVertebratePaleontology,La･

ramie,Wyoming,USA.

4)淑戸口烈司(1983):リスザルとオマキザル

ー系統関係を中心にして-｡第37回日本人頬

学会日本民族学会連合大会｡

5)野上裕生(1984):クマ1)ンのエナメル質と

広界損耗のある進化傾向｡第28回プ1)マーテ

ス研究会｡

6)瀬戸口烈司(1984):古生物学証拠と分子時

計の調和と不調和一南米ザル系統論の例から

一｡第28回プリマ-テス研究会｡

7)相見 清く19糾 ):リーフモンキーの分布の

展開について｡第28回プリマーテス研究会｡

8)遠藤蔑里 ･高橋秀雄 ･足立和隆 ･江原昭善

(1984):オナガザル上科における下顎体側

面観輪郭形状分化の生体力学的分析.第37回

日本人放学会｡

9)中久喜正一 ･江原昭善(1984):霊長簸各分
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放群の肝臓内血管分布と肝菓区分｡第89回日

本解剖学会｡第28回プ1)マ-テス研究会｡

ニホンザル野外観察施設

川村俊蔵 (施設長･兼)･東 滋 ･渡辺

邦夫･足沢貞成

木施設は幸島野外観察施設を改組拡充するとい

うかたちで昭和53年度から新しく発足した｡事由

のほかに,ニホンザルの分布北限である下北,南

限である屋久島,中部日本の袋El本型気候の上信

越,表日本型の木曽の4つの研究林地城をあわせ

て,5つのニホンザルの代表的な生息地について

研究保護区としての維持をはかり.長期的に安定

した条件下で.ニホンザルの研究を展開すること

を目的としている｡

昭和58年度の各フィールドステーシヲン関係の

活動状況は次のとおりである｡

1.幸島観察所

事島の群れは昭和23年以来の苛税された資料を

もとに野外観察施設の中では独自の位位を占めて

いる｡今年度は岩本俊孝 (宮崎大)による採食生

態,樋口義治 (愛知大)による野列でのオペラン

ト学習実験,井上美智子 (大阪市大 )による音声

の分析等の研究が行われた｡また特定研究 ｢生物

の適応戦略｣の一環として.イモ洗い等の文化的

行動の解析(河合雅雄,渡辺,樋口)や,窮3者

による争いへの介入,援護といった利他行動の実

態(渡辺 ),出産と食物塁の関係(森明雄 ),等

の研究が行われている｡今年度訪れた研究者は延

270人日であり,その他大学,報道機関等の関係

者は延100人日以上になる｡59年3月の時点での

島内の個体数はマキ･グループ12頭を含め92頭で

あり,この10年間ほとんど変動していない｡〔今

年度中の出産は8例,うち5亘紬;死亡した｡〕

2. 下北研究林

1983年度の積雪期の調査は足沢.綿貫(北大

･農,共同研究員).中山(北大戯 ).が中心と

なり北大農 ･同ヒダマ研究グループの学生諸氏.

地元のあしの会(代表,荷冶)の先生方,京大.

野生研の研究者などの参加をえて12月20日から4

月15日にわたって行われた｡M群を115日間(う

ち113日間は連続追跡)観察したほか,新しく発

見されたM群の分裂群Araグループを28日間平



行 して同時追跡した｡例年になく雪が多かったた

め,その他の群れについては,Y,Ⅰ群の短時日の追

跡 ･観察をえたにとどまった｡群れの個体数,性

･咋令梢成,遊動と土地利用,一時的分群現象.

採食行動の性 ･年令芸 (綿ri:共同利用 )など杷

ついての爪巾的調盃を行なった｡

門森営林局の耶4次経常計両案 (旧54-64)の

嗣成にあた り,北西部のこホンザル生息域内での

今後の施業計画に関して.研究者有志 (求,足沢,

鈴木延夫,増井誠一,森 治,和田久 )から要望

むとPf料が関係各官庁に提出された｡本研究所研

死林委員会 (当時 )および当施設としても同局と

協議を行った｡

3.上信越研究林

械沿川流域の seedtrapによる果実生産丑 ･植

生調査及び志fj:C酢の生態調査がひきつづいて行

われた｡又.春,夏の食物の栄韮分析 も継続して

行われた｡

研究杯に隣接する雑魚川上流域における観光開

発に対して監視が続行 された｡

4. 木曽研究林

例年のとおり,サルおよび環境の基礎ff料苛税

と猿害防除の努力が,共同研究員を加えて行われ

た｡その間,木田でははじめての分耶行動が観察

されたが,小 さい方のグループ(2391ll)は､指穴

な遊動を行い,主群をさがしていろものと考えら

れた｡ この他に将来の研究のため.従来の附 寸け

や.人付けでない邦3の方法,つまりクローバー.

クリ等による半自然印場とブライン ドを併用した

観察場がS群を対象とし,しょうぶ平において準

僻されることになった｡

5.屋久島研究林

共同利用研究により ｢群れサイズと採食遊動｣
(大井,丸橋 )｢上部域にすむヤクザル｣ (好広,

増井 )の研究がすすめられた｡

西部林道の群れの夏期の定期センサス(研究林 ･

屋久島研究グループ共同 )は､河原以北の耶れに

限 られた｡

｢屋久島の生物的自然と地域社会との調和に関す

る研究｣ (代衣 ･依田恭二,日本生命財田助成 )

に分担 ･協力して研究林地域を含む西部地域の垂

正分布引Sの保全と,品の自然保護の社会,経折,

文化的基礎についての調丑を進めつつある(2年度 )0

また隣接の大川 ･小拐子川流域 (花山地区 )にお

いて環11!庁委託の ｢崩久E3原生自然環境保全地域
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調査｣ (代表,沼田i-i)がおこなわれ.本研究所

と日本モンキーセンターのスタッフ(栄,足沢,

大竹.山棒 )が参加 した｡

研 究 概 要

I)事由のサルの生態学的社会学的研究

班辺邦夫 ･三戸サツヱ ･山口直嗣 ･冠地

雷士男

従来からの継続として,ポピュレーション動態

に関する諸資料を収集し,定期的にほぼ全個体の

体重を測定している｡また集団内でおこった トビ

カルなできごとや､通年の変化について分析をす

すめている｡

2)こホンザルの社会生態学 ,とくに自然群の

環境利用とグルーピング ･社会構造

究 滋 ･足沢貞成

ニホンザルの群れの迎続した分布をゆるす環境

で,遊動する耶れがしめす姓活 と社会現象をとら

えなおすために.jiま久瓜と下北半E3西部の地域個

体群について継続的な調丑を行っている｡

3) 熱印降雨林の詔技研の耶班生態学

井ミ 滋

同所的に生息する数柾の詔技矧 こついて樫問関

係,個体珊朽遊.ff折利用などに関して比較社会

生惜苧研究を行い,communityl花道のな りた ら

を考える｡1983咋7月-9月.科学研究賛,海

外調査門により.Wiカ1)マンタンにおいて調査を

おこなった｡

総 説

1) 東 滋 (1984):下北半島のサル｡森と人

間,｢グリーンパワー｣1月号,42-45.

2)東 滋 (19糾 ):採食に見る共存と進化｡

同上,2月号,38-41.

3)束 滋 (1984):熱附の萩とサルたち,同

上.8月号.38-41.

報 告

1)水野昭芯.谷田一三,上馬頗生,鳥居春己,

宋 滋,丸山屯臥 古林賢恒,伊藤健雄,

市槻成紀,大寮司紀之 (1983):森林環境の

変化 と大型野生動物の生息動態に関する基礎

的研究｡昭和58年度 環境庁自然保護局 (委

託研究報告 )

2)宋 滋,大竹 勝,山極寿-,足沢貞成,



赤座久明,岩川 正,宮川猛史,藤田 剛,

大井 徹(1984):｢屋久島原生自然環境保

全地域調査報告書｣

学 会 発 表

1)A2:uma,S.:Ecologicalbiogeographyof

Japanesemonkeys(Macacafuscata)

Sino-JapaneseJointMammalogicalSym･

posium,Hefei,An hui,China･(1983)･

2)東 滋,大竹 勝,山極寿-,足沢貞成,

赤座久明,宮川 猛,藤田 剛,岩川 正 ,

大井 徹 :花山原生自然環境保全地域に生息

するヤクザルの生態について｡第28回プリマ

ーテス研究会｡(1984).

サル類保健飼育 管理施設

竹中 修(義)･松林清明･後藤俊二･鈴木樹

理･松林仲子 1)

昭和55年度から開始した繁殖コロニーにおける

飼育.および飼育技術員の担当個所の固定化と,

人工授frl,人口哨育,室内計画繁殖等の飼育関連

技術のレベルアップ,さらに細菌,血液,寄生虫,

病理等の各種検査を基礎とした保蝕 ･診療関係の

整鵬について今年度 もそれなりの進展を見たと言

える｡例えば,人工授精によるチンパンジー2子

の出産はすでに報告したが,今年度においてもF

チンパンジーの聴覚と音声の発達Jの研究のため

人工授矧 こよるチンパンジーの新生児 (?,名前

はパン)を供給した｡

当施設の教官が主体となった共同利用研究会F

詔長奴研究への実験動物学的アプローチJが11月

末に閑地された｡今年度の副題はr霊長類と疾病

Jであった｡所外からの25名を含む約40名の参加

を見,詔長期と疾患との関わりについて第-線で

仕事をしている人達により活発な討論がなされた｡

人事では昭和58年6月1日付で助教授昇任によ

り空席となった助手を公募により求めたところ,

東京大学農学系研究科の大学院生であった鈴木樹理

に決定した｡また昭和45年以来飼育はもとより施設

の機械,設備の整備に尽力のあった加藤良夫技官

1)教務職員
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が11月1日付で名古屋工業大学に転出した｡また

昭和59年4月1日から2年間,竹中 修 (生化学

部門 )が施設長を兼任することとなった｡

研究概 要

1)雄二ホンザル性機能の年令･季節変化の研

究

松林tFJ明

各性ホルモン濃度や下垂体組織の変化を調べろ

と共に,精液性状,生殖腺組織像の発適と季節変

動をみている｡

2)飼育下のサル類の疾患に関する調査研究

松林桁明

全国の動物園,日本モンキーセンター,FTB長gI

研究所の診療縛,剖検録等の記録から,柾.年令,

性,飼育形態による疾患傾向の有無を調べている｡

3)マカク類の成長に伴う眼内祝所見の推移

後藤俊二

単色光撮影法を応用して眼底各層の加齢による

形態変化および屈折率の変化等について調べてい

る｡

4)ニホンザル四肢奇形の原因探究

後藤俊二

催奇形因子を放推する手がかりを得ることを目

的として奇形固体および奇形出産個体の血液性状

について検討を行った｡

5)サル類の成長の形態学的および生理学的研

究

鈴木税理

各種サル輪の成長を,初期成長および性成熟過

程に重点をおいて,生休計測ならびに各位ホルモ

ンなどの測定により解折する｡現在カニクイザル

について研究を行っている｡

6) サル類疾病の病理学的研究

鈴木舶

本研究所で死亡したサルについて病理学的検索

(特に組織学的検索 )を行い,その原因とサル規

における各種疾病の病理形態の解明を進めている｡

論 文

1)Matsubayashi,K.andT.Enomoto(19幻)

;Longitudinalstudiesonannualchanges

inplasmatestosterone,bodyweightand

spermatogenesisofadultJapanesemon-

key(Macacafuscata)underthelabora･


